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各地の自治体職員有志による復興応援コンサート 2022 ㏌ 大洲市
主催：各地の自治体職員有志によるコンサートの会

コンサートの会代表の井
いりょうだ
料田様をはじめ、全国各地から駆けつけてくださった自治体職員のみなさん、

本当にありがとうございました。

　５月２９日（日）、平成３０年７月豪雨災害の復興応
援ということで、大洲市肱川で各地の自治体職員有
志によるコンサートの会のみなさんによる音楽会（コ
ンサート）が開催されました。出演者の方は、全国
各地から演奏のためにお越しいただき、子どもから
大人までとても楽しめるプログラムでした。
　普段あまり聞くことのできない、生演奏で素晴ら
しい音楽を聞かせていただき、会場が一体となって
音楽を楽しむことができました♪
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社 協 だ よ り2022 年８月号

大洲市社協の　　　大洲市社協の　　　
会いたい応援プロジェクト会いたい応援プロジェクト
会いたい応援プロジェクトとは？
　遠方におられるご家族や親しいお友だちに会えない寂しさを感じておられる方に、
テレビ電話などでのオンライン面会を社協がお手伝いし、相手のお顔を見ながら話せる、
楽しい時間を過ごすことで明日への活力にしていただこうというプロジェクトです。

対象となる方
●�大洲市内在住の方で、端末がない方または端
末の操作が難しいなどの理由でビデオ通話が
できない方

面会までの流れ

 

①社協に依頼の連絡
（会いたい方について、お持ちの
通信機器についてなど教えてい
ただきます。大洲市在住の方に
通信機器がない場合は社協で準
備も可能です。）

② �社協が相手方と日程・通信
機器等の調整

（相手方の通信機器に心配があ
る場合は、地元の社協に協力を
依頼するなどします。）

③ �当日までの詳細を打合せ

④ �当日、オンライン面会開始

注意事項

●�調整の結果、通信環境など必要な条件が整わない
場合は、実施できないことがあります。

●面会時間は、15分程度です。
●面会回数は、原則、年間４回までとします。

＜申し込み・問い合わせ先＞
大洲市社会福祉協議会
　地域支援係
　　☎23－0313
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コロナ特例貸付の償還免除手続きの

　　　　　　　　　　ご案内が届いているみなさまへ

　コロナ特例貸付を借りられた方には、緊急小口資金・総合支援資金の免除申請のご案内が愛媛県社会福
祉協議会より直接送付されているかと思います。
　該当者は、令和４年８月31日までにご案内の説明文書に従ってお手続きをお済ませください。

償還免除のポイント

✏�　償還免除は、資金種類ごとに行います。令和４年（2022年）に償還免除の手続きがで
きるのは令和４年３月31日までに借入をされた「緊急小口資金」、「総合支援資金の初回
貸付分（１か月目～３か月目）」です。

✏　借受人と世帯主が住民税非課税世帯であれば、償還免除の対象となります。

償還免除手続きの流れ

借
　
受
　
人

愛
媛
県
社
協

①対象者となる方に直接償還免除に関するお知らせを送付（６月初旬）

④令和４年10月頃に県社協より償還免除決定通知が送付される

②書類の確認・該当する場合は ③送付
・免除申請記入
・世帯全員の住民票を取得 
・課税証明書を取得

詳しくは愛媛県社会福祉協議会 HP 等でご確認ください。

【申請・問い合わせ先】
愛媛県社会福祉協議会　特例貸付担当　☎089－961－1212
【申請期間】　令和４年８月31日（水）（当日消印有効） 県社協HP

コロナ特例貸付申請受付期間延長のお知らせ！！
　現在、実施している新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた緊急小口等の特例貸付の申込受付
期間が、令和４年６月30日から令和４年８月31日（当日消印有効）まで延長になっています。
　既に借入を終えられている方につきましては申請できません。引き続き生活のお困りごとなどござ
いましたら別途ご相談をお受けいたしますのでお気軽にご連絡ください。

【問い合わせ先】　大洲市社会福祉協議会相談支援係　☎0893－23－0313

�
�

�



4

社 協 だ よ り2022 年８月号

令和３年度の事業報告と収支決算をご報告します
～大洲市社会福祉協議会～

★ 相　談　活　動 ★障害者福祉サービス事業

★ 地 域 支 援 事 業

★ 介 護 保 険 事 業
■心配ごと相談所の運営
　総合福祉センター及び各支所に
設置した相談所において、一般相
談や法律相談、介護相談、電話に
よる相談など、福祉ニーズの的確
な把握に努めました。３年度から、
弁護士相談は午前に加えて午後１
時から３時まで対応し、サービス
の向上に努めました。(詳しくは８
面に掲載 )
　・相談件数　　187件　
　・相談者数　　224名

■在宅介護支援センターの運営
　担当地区民生児童委員、在宅福
祉推進員等と連携を図りながら、
在宅介護に関する総合相談や各機
関とのサービス調整等、在宅での
介護の支援に努めました。また、
地域に密着した支援センターを目
指し、サロン活動や地区行事に積
極的に参加しました。
　・相談件数	 	   51 件
　・高齢者実態把握	 232 件
　・地域事業参加	   73 件

■障害者ホームヘルプ事業の実施
　障がいのある方に対して、入浴・
食事・排泄の介助や、調理・掃除・
洗濯等の家事、外出時における移
動中の介助並びに生活等に関する
助言、その他生活全般にわたる支
援を行いました。
　・月平均利用回数　　193回

■同行援護事業の実施
　視覚障がいのある方に、移動に
必要な情報の提供（代筆・代読含
む）、移動の援護等の外出支援を行
いました。
　・月平均利用回数　　38回

■�地域活動支援センター運営事業
の実施
　在宅障がい者に対し、機能訓練・
入浴・食事・排泄等の介助、また
社会活動参加や交流の促進につな
がる支援に努めました。
　・月平均利用回数　 108 回

■�大洲市地域支え合いセンターの
運営
　平成30年７月豪雨災害によって
被災された方々の孤立防止のため
の見守り、日常生活上の相談、個
別支援等を行うとともに、仮設住
宅やみなし仮設住宅、またその周
辺地域の住民が一体となった新

■ケアマネージメント事業の実施
　利用者の自己決定権の尊重、自
立を目指した介護計画及び介護予
防計画（ケアプラン）の作成に努め、
サービス事業者の意思統一を図り
ました。
　・月平均利用人数　　389名

■ホームヘルプ事業の実施
　ホームヘルパーを派遣し、食事、
入浴、排泄等の身体介護や炊事、
掃除等の生活援助を実施しました。
サービスの質の向上のため、各種
研修会参加やサービスマニュアル
の作成に努めました。
　・月平均利用回数　2,196 回

■訪問入浴介護事業の実施
　入浴設備付き車で要介護・要支
援者宅を訪問し、身体の清潔の保
持や心身機能の維持等を図るため
入浴の介助を実施しました。
　・月平均利用回数　　 52 回

■デイサービスセンター事業の実施

　デイサービスセンターで、入浴・
食事・排泄等の各種サービスやレ
クリエーションを提供し、機能訓
練に力を注ぎ、在宅生活の維持向
上に努めました。また、サービス
満足度調査を行い、利用者・家族
の要望等を把握し、改善に努めま
した。
　・月平均利用回数　1,289 回

心配ごと相談の福井先生と相談室

在宅介護支援センターの藤岡相談員

デイサービスの
レクリエーショ
ンや機能訓練

災害公営住宅入居者と地域住民災害公営住宅入居者と地域住民
との天体観望会の開催との天体観望会の開催
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★住民の主体的な福祉活動

たくさんの食糧支援品

たな地域コミュニティづくりのサ
ポートを行うなど、被災者の支援
を総合的に行いました。

　災害公営住宅が整備され、被災
された方の生活再建・住まいの再
建もほぼ完了し、本センターの役
割も概ね達成したことから令和３
年度末で閉所しました。

■外出支援サービス事業の実施
　外出支援員が利用者宅と医療施
設との間を送迎し、高齢者・障がい
者などの在宅生活を支援しました。
　・利用者数　　66名

■軽度生活援助事業の実施
　日常生活の中で、高齢者及び障
がい者に対して、介護保険のサー
ビスで対応できない支援を行いま
した。
　・利用者数　　2名

■福祉機器の貸出等
　介護に係る経費の負担軽減を図
り、自立支援のため福祉機器の貸
出しを行いました。
　・ギャッチベット・車いす等

■独居高齢者緊急通報装置の管理
　概ね65歳以上の独居高齢者及
び高齢者のみの世帯を対象とした
緊急通報装置の管理、緊急時の初
期対応にあたりました。
　・安否確認（月1回）1,575件
　・緊急時の初期対応　　  　8 件

■生活福祉資金の活用促進
　低所得者、障がい者、高齢者世
帯に対し低利で利用目的にあった
資金を貸し付けるとともに、必要
な支援を行い、その世帯の経済的

自立と生活意欲の助長促進に努め
ました。
・本則貸付決定件数　　21件
・�新型コロナの影響を踏まえた特
例貸付
  ・特例緊急小口貸付　　   71 件
  ・特例総合支援（初回）　   85 件
  ・特例総合支援（延長）　   43 件
  ・特例総合支援（再貸付） 120 件

■�日常生活自立支援事業（福祉
サービス利用援助事業）の実施
　判断能力に不安のある高齢者や
知的・精神障がい者に対し、介護
保険等の利用援助や日常的な金銭
管理など、福祉サービスを適切に
利用するための支援と啓発を行い
ました。
　・契約件数　　4件

■�生活困窮者自立相談支援事業の
実施
　生活全般において様々な事情に
より困っている方の相談を受け、
自立に向けた支援に努めました。
なお、令和２年度から継続し、新
型コロナウイルス感染症の影響を
受けて経済的な課題を抱える世帯
に対する生活福祉貸付（総合支援
資金）事業と連携し、課題を抱え
る世帯に対する自立相談支援を一
体的に行いました。
・新規相談　　　　　　 168 件
・緊急一時生活支援事業　50件
・新型コロナウイルス感染症生活　 
　困窮者自立支援金支給事業
　　申請、受付件数　　　22件

談話室にて談話室にて
■地区別福祉懇談会の開催
　新型コロナの影響により原則開
催見送り。（長浜地区のみ開催）

■在宅福祉推進員の活動
　在宅福祉の一層の充実を図るた
め、民生児童委員ほか関係者と連
携調整を図りながら、在宅福祉活
動を推進しました。

■�大洲市地域福祉サービス事業の
推進
　地域の福祉問題を、地域住民同
士がお互いに支えあいながら解決
することを目的とし、支援を必要
とする方に対して協力会員が支援
を実施しました。
・活動内容
　・�生活支援活動　ごみ出し・草　
　　　　刈り・買い物等の支援
　・�地域活動の支援　地区社協事
　　　　業やサロン活動等の支援
・会員数　　　655名

（令和４年３月31日現在）

■小地域在宅福祉活動事業の実施
　地区社協が実施主体となって地
域ふれあい事業・独居高齢者のつ
どい・独居高齢者料理教室などを
開催し、高齢者などの支援活動を
行いました。

■�ふれあい・いきいきサロン事業
の活動支援
　

　孤独感の解消や社会参加による
生きがいづくりなどを目的に、地
域住民と共につくる「ふれあい・
いきいきサロン」を支援しました。
　・サロン数　　  　　109ヵ所
　・お世話人交流会実施　3ヵ所

肱川高齢者サロンでモルック体験肱川高齢者サロンでモルック体験
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■生活支援体制整備事業の推進
　日常生活の支援が必要な高齢
者が住み慣れた地域で生きがいを
持って在宅生活を継続していくた
めに必要となる多様な主体による
生活支援サービスの提供体制を構
築するために、生活支援コーディ
ネーターを３名配置し、その体制
の充実・強化を図るよう、整備を
推進しました。
・第１層協議体会議の開催　１回　
・第２層協議体会議の開催　２回
・おおず井戸端会議の実施　
　（１回目）　７地区
　（２回目）　５地区

■�ボランティアコーディネーター
の活動促進
・�各ボランティア講座の企画・実
施、ボランティア活動の啓発
・ボランティア活動の支援・調整
・大洲市ボランティア相談窓口開設
■�ボランティア活動・マンパワー
の育成支援
・�手話・音声訳・要約筆記・点訳・
傾聴講座の実施

・点字広報・声の広報発行事業
・��大洲市広報・社協会報誌等の点
訳及び音声訳テープ・ＣＤ作成

【協力】
音声訳ボランティアサークル「こころ」
点訳ボランティアサークル「ひとみ」
・�大洲市ボランティア連絡協議会
活動支援

■�大洲市地域福祉 (ボランティア )
研修会の実施
　新型コロナの影響により中止

■ボランティア保険の加入促進
　・�令和４年３月末加入
　　　個人保険　　1,120名

■調査、広報活動の実施
・会報「社協だより」発行
・�ホームページ・フェイスブック・
ツイッターによる情報提供

■ワークキャンプの実施
　新型コロナの影響により中止

■福祉体験教室のコーディネート
　学校・団体数　　12校
　回数　　　　　　27回

■まごころ銀行運動の推進
　まごころ銀行は、地域住民の善意
の預託を受けて、社会に還元して地域
福祉事業等に役立てることを目的とし
た制度であり、その啓発推進に努めま
した。
・金銭預託　（一般預託）　
　　　　１7件　   844,549 円
　　　　　　（指定預託）
　　　　 98 件　3,276,887 円
・物品預託　　　9件

■共同募金活動の推進
◇実施期間　
　　  10月１日～12月31日
◇実績額　　11,963,920円

■総合福祉センターの管理運営
・利用件数　　　3,595件

井戸端会議（八多喜地区）

手話講座

福祉体験教室

クリアファイル
募金

★ボランティア活動推進事業

★福祉教育・啓発事業

ホームページ

公式ツイッター

公式フェイス
ブック

★強化・育成事業

★　そ　の　他
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令和３年度大洲市社会福祉協議会　決算の概要
６月10日に理事会、６月27日に評議員会を開催し、決算及び事業内容について承認を得ました。

≪社会福祉事業・公益事業≫　　法人運営・地域福祉・介護事業、指定管理運営事業
◇法人運営事業　　◇補助事業　　◇委託事業　　◇共同募金事業　　◇福祉ボランティア基金運営事業
◇まごころ銀行事業　　◇被災者見守り・相談支援事業　　◇居宅介護支援事業　　◇訪問介護事業
◇通所介護事業　◇訪問入浴介護事業  ◇総合福祉センター管理運営事業

収入

経常経費補助金
87,522,948

介護保険事業
287,716,043

受託金
83,192,567

事業
3,526,700

障害福祉サービス等事業
22,520,500

受取利息配当金
7,975

会費
4,070,850

積立資産取崩
3,146,543

寄附金
4,121436

その他
1,958,039

負担金
328,300

498,111,901

支出事業費
23,258,920

事務費
60,631,426

人件費
380,654,548

貸付事業
526,255

共同募金配分金事業費
6,249,500

負担金
114,000

固定資産取得
1,792,240

積立資産
3,313,154

当期資金収支差額
8,211,988

助成金
13,359,870

498,111,901

（単位：円）

※�この計算書は、「社会福祉法人会計基準」（平成28年３月31日　厚生労働省令第79号）により
会計処理を行っております。
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まごころのおくりもの
５月分

金銭の部（指定分）

《久米地区社協へ》

森
もり

　　　喜
き

代
よ

子
こ

　様　　阿　蔵

《平野地区社協へ》

岡
おか

　田
だ

　良
りょう

　平
へい

　様　　平野町

檜
ひ

　田
だ

　茂
しげ

　子
こ

　様　　平野町

《南久米地区社協へ》

末
すえ

　光
みつ

　　　修
おさむ

　様　　野佐来

《肱川地区社協へ》

二
にの

　宮
みや

　正
まさ

　登
と

　様　　肱川町

～食料品他、生活支援品として～

柴
しば

　田
た

　　　学
まなぶ

　様　　北　只

　 リハビリパンツ他

他 匿名１名　　　洗剤他

　あたたかい善意をありがとう
ございました。感謝をこめて掲
載させていただきます。

　皆様からいただきましたご芳
志につきましては、各地区社会
福祉協議会や市社会福祉協議会、
その他使途についてご指定いた
だけます。これらは、各地区社
協や市社協などにおいて、高齢
者や障がい者等の在宅福祉、ボ
ランティア活動など社会福祉活
動の貴重な財源として、大切に
活用させていただいております。

本　　所

【一般相談】毎週月・水曜日　
【介護相談】毎週金曜日
【弁護士法律相談　※前日までに要予約　℡２３－０３１３】

毎月第１・３火曜日（８月２日と１６日）
【司法書士等法律相談】
毎月第２・４・５火曜日および毎週木曜日
１０：００～１６：００（弁護士法律相談は１５：００まで）
大洲市総合福祉センター　　※祝日を除く　
℡２３－０３１３

長浜支所
８月２６日（金） １３：００～１６：００ 長浜体育館
℡５２－１１９４　　※法律相談あり　

肱川支所
８月　５日（金）１３：３０～１６：３０ 肱川保健センター
℡３４－２３１２　　※法律相談あり

河辺支所
８月１０日（水）９：００～１２：００ 河辺老人福祉センター
℡３９－２５１０

心 配 ご と 相 談 所 案 内心 配 ご と 相 談 所 案 内
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つ
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ろ

 

評　
減
塩
食
を
と
云
わ
れ
る
昨
今
、
作
者

は
敢
え
て
塩
気
強
き
味
噌
汁
に
と
言
い
ま

す
。
毎
日
の
農
作
業
と
奥
様
の
介
護
と
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
と
念
ず
る
作
者

な
の
で
し
ょ
う
。

共
に
老
い
共
に
息
災
豆
の
飯佐

野
　
幸さ
ち

子こ

 

評　
緑
の
豆
が
新
鮮
で
美
し
い
豌
豆
飯
。

と
に
も
か
く
に
も
今
、
ふ
た
り
は
息
災
な

の
だ
と
作
者
。

小
鳥
ら
の
減
ら
な
い
餌
や
梅
雨
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
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評　
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。
鳥
た
ち
の
餌

の
残
り
に
、
鳥
た
ち
も
梅
雨
は
嫌
い
な
の

だ
と
思
う
作
者
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
白
岩
チ
ヅ
子
先
生
に

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
な

た
で
も
、
ご
応
募
大
歓
迎
で
す
。
み
な
さ

ま
か
ら
の
お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
洲
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　大洲市社協では、より身近に感じてもらうことができる
ように日々の活動などを紹介・報告することを目的に公式
SNSのアカウントを作成しています。
　アカウントのフォロー・友だち追加をよろしくお願いし
ます (^^ ♪

公式 LINE

公式インスタ
グラム

　なお、ご利用にあたっては、本会ホームページに掲載して
いる各SNSアカウントの運用ポリシーなどを確認ください。

大洲市社協 公式 SNS の登録は大洲市社協 公式 SNS の登録は
　　　　　　　お済みですか？　　　　　　　お済みですか？
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